
南北に流れる清流・長良川、その支流の那比川
が流れるこの地域は、夏は鮎の友釣りのメッカでも
あり、郡上おどりのお囃子が響くなど、歴史や文化
を大切にする地域である

所在地：〒501-4207 岐阜県郡上市八幡町西乙原254
電話 0575-63-2220 FAX 0575-63-2685

岐阜県郡上市立八幡西中学校ＰＴＡ

地域との絆
「たくましさを身につけさせ自立させることこそ大切」を目標とし
次の３つの視点からＰＴＡと地域が同じ方向で活動を行う

・親として子どもたちにできること

・地域に働きかける子どもに育てること

・災害に遭遇した時に、自分から動ける子どもたちに育てること



中学生理事の予備軍として小学生サポーター制度が始まり、
イベントへの積極的参加や運営の手伝いを行う

目的：地域に働きかける子どもを育てる

イベント当日のボランティアだけでなく、中学生が理事として地域の
大人と一緒に事前の会議に参加し、行事の運営に携わる

地域の方々が温かく、時に忍耐強く見守りチャンスを与えること
で、子どもたちの自信に繋がっている

ふれあい参観（日曜参観）にて、
学校全体で学年ごとに防災についての授業を実施

疑問：危機に遭遇した時自ら行動できるのか？

公民館活動で自信を獲得した子どもたち

日頃から家族みんなで意識を高める

学校の取組



住民が体育館に避難してきた場合、避難所として機能するために、どのようなものを用意し、
どのような行動をとらなければならないのかを子どもが考えて、実際に行ってみるという体験

ＰＴＡの取組

災害時に即戦力となるための活動

防災キャンプの実施

目的：避難を体験
避難所で子どもたちが自発的に行動できるようにする

1.避難所準備体験

2.ＤＩＧ（図上災害訓練）

グループごとに話し合って、消火栓設備や住民についての情報などを地図に書き込む
3.宿泊体験

避難所準備体験において自分たちで準備した体育館に宿泊する

消防署の方による講習

4.炊き出し訓練

5.ＡＥＤ講習会
米洗いから行い、塩おにぎりを作る

これらの活動を通じ、子どもたち自身が地域と関わることや
地域の一員としての意識が高まる

防災キャンプ等の活動を通じ、地域の方々に支えられながら、
子どもたちが地域の中で役に立ち、たくましく育つ助けになっている



1.家庭教育支援委員会にて、主権者教育をＰＴＡ活動
にどう組み込んでいくか議論を継続

2.委員会の議論を受け、会議等で全国会員に向け
ＰＴＡ活動での「主権者教育」の実施方法を伝える




